
継続教育単位を取得するには、以下のようにさまざまな方法があり、組合せて単位を取得することもできます。ご自分
にあった継続教育の履修の参考にしてください。

FP
ジャーナル
継続教育
テスト

CFP®
資格審査

試験

FP実務と
倫理テスト

※詳細はP12をご参照ください。

日本FP協会提供のFPジャーナル継続教育テストの合格で取得
日本FP協会では会員向けに継続教育テストの提供を行っています。会報『FPジャーナル』と会員ホームページ

『Myページ』にテストを掲載します。いずれも同時に掲載されるFP誌上講座を参照し受験・合格することで単
位が取得できます。

※詳細はP13をご参照ください。

消費税率の変更等に伴い記載されている金額が変更となる場合があります。

日本FP協会提供のFP実務と倫理テストの合格で取得
『Myページ』に掲載されているFP実務と倫理Web講座を参照し、「FP実務と倫理テスト」を受験し合格すると、
単位が取得できます。

CFP®資格審査試験の合格で取得
CFP®資格審査試験の１課目合格につき、合格した課目と同一課目の継続教育単位7.5単位が付与されます。
また、全6課目に合格した日をもって、AFP資格更新に必要な継続教育単位（15単位・全課目）が付与され
ます。

  
費用

単位数

課目

単位申請方法

990円（税込）

３単位

「FP実務と倫理」を含む全課目

協会にて自動記録

  費用

取得単位数

課目

単位申請方法

990円（税込）

３単位

FP実務と倫理

協会にて自動記録

継続教育単位の主な取得方法

AFP資格について
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継続教育
研修

（セミナー）

その他

継続教育研修（承認番号のある講座）の受講・修了で取得
『Myページ』の「ブロック・支部主催セミナー」又は「認定教育機関主催セミナー」で検索、若しくは『FPジャー
ナル』の「継続教育セミナー情報」で、受講したい研修を探すことができます。またメールアドレスを登録いた
だくとブロック・支部主催セミナーの開催案内がメールで配信されます。受講したい研修の主催者へ直接お申
込みください。

CFP®試験対策講座の受講・修了で取得（CFP®認定者を除く）

『Myページ』の「CFP®試験対策講座」、若しくは『FPジャーナル』の「継続教育セミナー情報（CFP®試験対策講座
の欄）」よりご確認いただき、研修の主催者へ直接お申込みください。

スタディ・
グループ
（SG）

※「SGにおける勉強会」での継続教育有効単位数の上限は、
　AFP認定者は7.5単位まで、CFP®認定者は15単位までです。
※単位申請は自己申請です。
※単位取得の証明書類はSGでの勉強会を実施した日から３年間保管してください。

スタディ・グループ（SG）における
勉強会参加で取得
協会が承認したスタディ・グループ（SG）による勉強会参加で単位を申
請できます。

※「講師」「執筆」での継続教育有効単位数の上限は、AFP認定者は7.5単位まで、CFP®認定者は15単位までです。
※単位申請は自己申請です。
※単位取得の証明書類は単位取得日から３年間保管してください。

その他、協会が認める研修（承認番号のない講座）の受講・修了や
活動（講師・執筆）で取得
FPに関する講師や執筆、研修（承認番号のない講座）の受講・修了で単位が認められる場合があります。
詳しくは日本FP協会ホームページをご確認ください。

 
費用・単位数・課目

単位申請方法

研修・講座ごとに定められている

『Myページ』から自己申請
又は、継続教育期限4カ月前に申請単位未達の方へ送付
する継続教育単位取得申請書を使って自己申請（AFP認
定者のみ）

※「ブロック・支部主催セミナー」は、自動記録につき申請不要。

興味のある
講座・研修を選択

主催者に問合せ
▼

申込み

取得単位の申請と
受講証明書等の保管

（単位取得日から3年間保管） 
受講・修了する

FP
フェア

「FPフェア」の特別講演、
エデュケーショナル・セッション等で取得
著名なエコノミストなどによる特別講演、各分野の専門家によるエ
デュケーショナル・セッション、FP実務家によるトークセッションな
どの講演を受講すると単位が取得できます。
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